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令和５年度 全国学力・学習状況調査結果 

草 津 市 教 育 委 員 会 

令 和 ５ 年 ８ 月 １ ０ 日 

 

 

 

１ 調査の目的  ・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

         ・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

                ・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

２ 調査実施日  令和５年４月１８日（火）   

 

３ 調 査 対 象  小学校調査 市内公立小学校６年生 １，３５１人 

         中学校調査 市内公立中学校３年生 １，０９９人 

 

４ 調 査 内 容  （小学生：国語、算数 中学生：国語、数学、英語） 

                ・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活に 

おいて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能 等 

                ・知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を 

立て実践し評価・改善する力 等 

・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

（例）学習に対する興味・関心、授業内容の理解度、基本的生活習慣等、家庭学習の状況 など 

 

５ 調査の方法 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

           ※英語「話すこと」に関する調査は、当日実施校（４月１８日実施）と期間内実施校（４月 

１９日～５月２６日）に分けて実施。 

 

１時間目 ２時間目  

国語(45 分) 算数(45 分) 児童質問紙 

（20～40 分程度） 

１時間目 ２時間目 ３時間目   

国語(50 分) 数学(50 分) 

英語「聞くこと」・

「読むこと」・「書く

こと」(50 分) 

生徒質問紙 

（20～45 分程度） 

 

英語「話すこと」 

※ 

調査概要と結果 
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教科に関する調査では、小中学校の正答率が全ての教科で全国平均と滋賀県平均を上回

る結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科に関する調査結果 
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≪小学生≫ ※数字は、質問に対して「当てはまる」「どちらかというと当てはまる」と答えた児童の割合を表示しています。 

小学生を対象にした「児童質問紙調査」５９項目の結果を掲載します。 

※質問項目欄について・・・ （新）：新設された質問項目  
 

質問項目 草津市 全国 

1 朝食を毎日食べている。 96.1 93.9 

2 毎日、同じくらいの時刻に寝ている。 83.5 81.0 

3 毎日、同じくらいの時刻に起きている。 92.1 90.5 

4 自分にはよいところがあると思う。 82.8 83.5 

5 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う。 89.5 89.8 

6 先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分

かるまで教えてくれていると思う。（新） 

91.6 93.0 

7 将来の夢や目標を持っている。 79.9 81.5 

8 人が困っているときは、進んで助けている。 91.6 91.6 

9 いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。 98.3 96.9 

10 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる。 70.0 68.5 

11 人の役に立つ人間になりたいと思う。 96.2 95.9 

12 学校に行くのは楽しいと思う。 85.0 85.3 

13 自分と違う意見について考えるのは楽しい。 76.8 76.5 

14 友達関係に満足している。（新） 90.7 90.3 

15 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはあるか。（新） 90.8 91.0 

16 家で自分で計画を立てて勉強をしている。（学校の授業の予習や復習を含む。） 72.6 70.7 

17 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり２時間以上、勉

強をする。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、

インターネットを活用して学ぶ時間も含む。） 

29.0 25.6 

18 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たり２時間以上、勉強をする。（学

習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネット

を活用して学ぶ時間も含む。） 

25.5 24.7 

19 学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっている。（インターネットを通じて教わ

っている場合も含む。）（新） 

54.9 45.4 

20 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり１時間以上、読

書をする。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く。） 

20.8 18.5 

21 昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）

を読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の図書館（そ

れぞれ電子図書館を含む）に週１回程度以上行く。（新） 

10.8 13.4 

22 家には、およそ１０１冊以上の本がある。 37.6 33.2 

生活習慣や学習環境に関する調査結果 

（単位：％） 
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23 新聞を週に１～３回程度以上読んでいる。 11.2 12.6 

24 読書は好き。 74.0 71.8 

25 今住んでいる地域の行事に参加している。 66.4 57.8 

26 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う。（新） 76.4 76.8 

27 外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思

う。（新） 

75.3 72.5 

28 日本やあなたの住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知ってもらい

たいと思う。（新） 

76.3 78.1 

29 ５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を週１回以上使用

した。 

84.5 86.3 

30 学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思う。

（新） 

95.6 95.1 

31 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり１時間以上、PC・

タブレットなどの ICT 機器を、勉強のために使っている。（遊びなどの目的に使

う時間は除く。）（新） 

15.0 17.9 

32 （５年生までに受けた授業について）授業で、自分の考えを発表する機会では、

自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表し

ていた。 

63.8 63.7 

33 （５年生までに受けた授業について）授業では、課題の解決に向けて、自分で考

え、自分から取り組んでいた。 

79.6 78.8 

34 （５年生までに受けた授業について）授業では、各教科などで学んだことを生か

しながら、自分の考えをまとめる活動を行っていた。 

75.4 74.4 

35 （５年生までに受けた授業について）授業は、自分にあった教え方、教材、学習

時間などになっていた。 

84.5 82.9 

36 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりす

ることができている。 

82.3 81.8 

37 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学

習につなげることができている。 

78.4 77.4 

38 授業で学んだことを、ほかの学習で生かしている。（新） 82.9 81.9 

39 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたこと

を発表するなどの学習活動に取り組んでいる。 

78.8 74.8 

40 あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意

見のよさを生かして解決方法を決めている。 

77.6 77.2 

41 学級活動における学級での話合いを生かし、今、自分が努力すべきことを決めて

取り組んでいる。 

75.1 75.7 

42 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活

動に取り組んでいる。 

83.9 83.6 

43 国語の勉強は好きだ 59.8 61.5 

44 国語の勉強は大切だ。 95.3 94.2 
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45 国語の授業の内容はよく分かる。 86.2 85.7 

46 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ。 94.8 92.8 

47 国語の授業で、言葉には、相手との好ましい関係をつくる働きがあることについ

て学んでいる。（新） 

86.5 83.9 

48 国語の授業で、立場や考えの違いを意識して話し合い、自分とは違う意見を生か

して自分の考えをまとめている。（新） 

75.7 76.8 

49 国語の授業で、書いた文章の感想や意見を学級の友達と伝え合い、自分の文章の

よいところを見付けている。（新） 

69.4 71.1 

50 国語の授業で、物語を読むときに、登場人物の性格や特徴、物語全体を具体的に

イメージし、どのような表現で描かれているのかに着目している。 

84.0 82.3 

51 算数の勉強は好きだ。 59.9 61.4 

52 算数の勉強は大切だ。 95.1 94.2 

53 算数の授業の内容はよく分かる。 83.5 81.2 

54 算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ。 94.6 93.3 

55 英語の勉強は好きだ。（新） 67.9 69.3 

56 英語の勉強は大切だ。（新） 92.8 91.3 

57 将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたいと思う。

（新） 

51.0 52.5 

58 これまで、学校の授業以外で、英語を使う機会があった。（地域の人や外国にい

る人と英語で話す、英語で手紙や電子メールを書く、英語のテレビやホームペー

ジを見る、PC・タブレットなどの ICT 機器を利用して他者と英語で交流する、

英会話教室に通うなど。）（新） 

54.0 46.5 

59 家庭学習の課題（宿題）として、PC・タブレットなどの ICT 機器を週１回程度

以上使用して、英語の音声を聞いたり英語を話す練習をしたりしている。（新） 

35.9 29.5 

 

≪中学生≫ ※数字は、質問に対して「当てはまる」「どちらかというと当てはまる」と答えた生徒の割合を表示しています。 

中学生を対象にした「生徒質問紙調査」７２項目の結果を掲載します。 

※質問項目欄について・・・ （新）：新設された質問項目   
 

質問項目 草津市 全国 

1 朝食を毎日食べている。 90.7 91.2 

2 毎日、同じくらいの時刻に寝ている。 77.4 78.0 

3 毎日、同じくらいの時刻に起きている。 90.2 91.3 

4 自分にはよいところがあると思う。 74.7 80.0 

5 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う。 86.2 87.3 

6 先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、

分かるまで教えてくれていると思う。（新） 

85.4 88.9 

7 将来の夢や目標を持っている。 64.0 66.3 

8 人が困っているときは、進んで助けている。 88.2 88.1 

（単位：％） 
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9 いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。 96.9 95.5 

10 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる。 66.4 66.4 

11 人の役に立つ人間になりたいと思う。 95.5 94.6 

12 学校に行くのは楽しいと思う。 80.9 81.8 

13 自分と違う意見について考えるのは楽しい。 79.0 77.6 

14 友達関係に満足している。（新） 87.7 88.7 

15 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはあるか。（新） 87.2 86.8 

16 家で自分で計画を立てて勉強をしている。（学校の授業の予習や復習を含む。） 60.8 55.0 

17 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり２時間以上、

勉強をする。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時

間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む。） 

44.9 33.7 

18 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たり２時間以上、勉強をする。

（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インター

ネットを活用して学ぶ時間も含む。） 

42.7 40.0 

19 学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっている。（インターネットを通じて教

わっている場合も含む。）（新） 

72.8 60.0 

20 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり１時間以上、

読書をする。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く。） 

13.0 13.8 

21 昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）

を読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の図書館（そ

れぞれ電子図書館を含む）に週１回程度以上行く。（新） 

15.1 18.5 

22 家には、およそ１０１冊以上の本がある。 33.8 32.7 

23 新聞を週に１～３回程度以上読んでいる。 9.0 8.1 

24 読書は好き。 57.4 66.0 

25 学校の部活動に参加している。（新） 76.3 82.6 

26 普段（月曜日から金曜日）、平均して３日以上学校の部活動に参加している。

（新） 

68.8 72.6 

27 学校の部活動で、普段（月曜日から金曜日）活動を行った日は、平均してどれ

くらいの時間、１時間以上活動している。（新） 

72.1 77.2 

28 学校の部活動で、土曜日や日曜日など学校が休みの日に活動を行った日は、平

均して２時間以上活動している。（新） 

67.6 67.2 

29 今住んでいる地域の行事に参加している。 37.5 38.0 

30 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う。（新） 67.8 63.9 

31 外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったりしてみたいと

思う。（新） 

69.7 66.8 

32 日本やあなたの住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知ってもら

いたいと思う。（新） 

63.1 63.2 

33 １、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を週１回

以上使用した。 

91.6 87.5 
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34 学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思

う。（新） 

92.7 93.3 

35 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり１時間以上、

PC・タブレットなどの ICT 機器を、勉強のために使っている。（遊びなどの目

的に使う時間は除く。）（新） 

16.6 13.4 

36 （１、２年生のときに受けた授業について）授業で、自分の考えを発表する機

会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫

して発表していた。 

61.7 62.1 

37 （１、２年生のときに受けた授業について）授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいた。 

76.5 79.2 

38 （１、２年生のときに受けた授業について）授業では、各教科などで学んだこ

とを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていた。 

69.3 69.1 

39 （１、２年生のときに受けた授業について）授業は、自分にあった教え方、教

材、学習時間などになっていた。 

72.6 74.9 

40 学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたり

することができている。 

77.9 79.7 

41 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の

学習につなげることができている。 

73.2 69.2 

42 授業で学んだことを、ほかの学習で生かしている。（新） 69.7 69.9 

43 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたこ

とを発表するなどの学習活動に取り組んでいる。 

71.7 72.6 

44 あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの

意見のよさを生かして解決方法を決めている。 

75.3 77.9 

45 学級活動における学級での話合いを生かし、今、自分が努力すべきことを決め

て取り組んでいる。 

68.7 71.6 

46 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする

活動に取り組んでいる。 

86.1 86.3 

47 国語の勉強は好きだ 60.2 61.4 

48 国語の勉強は大切だ。 92.3 92.4 

49 国語の授業の内容はよく分かる。 79.5 80.0 

50 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ。 90.7 88.7 

51 行書の基礎的な書き方（「点画の連続」や「点画の省略」、「筆順の変化」など）

を理解して書いている。（新） 

66.6 67.2 

52 国語の授業で、自分の考えを分かりやすく伝えるために、聞き手の立場に立っ

て効果的な話し方を工夫している。（新） 

66.5 65.9 

53 国語の授業で、自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にするため

に必要な情報を資料から引用して書いている。（新） 

63.1 63.9 

54 国語の授業で、文学的な文章を読み、場面の展開や登場人物の心情の変化など

について、描写を基にとらえている。（新） 

75.6 77.2 
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55 数学の勉強は好きだ。 57.7 56.7 

56 数学の勉強は大切だ。 87.1 85.0 

57 数学の授業の内容はよく分かる。 75.0 73.3 

58 数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ。 79.6 75.8 

59 英語の勉強は好きだ。（新） 56.1 51.9 

60 英語の勉強は大切だ。（新） 89.1 88.0 

61 英語の授業の内容はよく分かる。（新） 65.5 63.9 

62 英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ。（新） 89.8 87.5 

63 将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたいと思う。

（新） 

38.3 36.7 

64 これまで、学校の授業やそのための学習以外で、日常的に英語を使う機会が十

分にあった。（地域の人や外国にいる人と英語で話す、英語で手紙や電子メー

ルを書く、英語のテレビやホームページを見る、オンラインで他者と英語で交

流する、英会話教室に通うなど。）（新） 

35.7 30.0 

65 家庭学習の課題（宿題）として、PC・タブレットなどの ICT 機器を週１回程

度以上使用して、英語の音声を聞いたり英語を話す練習をしたりしている。

（新） 

24.5 22.9 

66 （１、２年生のときに受けた授業について）英語を聞いて（一文一文ではなく

全体の）概要や要点をとらえる活動が行われていたと思う。（新） 

75.1 78.2 

67 （１、２年生のときに受けた授業について）英語を読んで（一文一文ではなく

全体の）概要や要点をとらえる活動が行われていたと思う。（新） 

77.0 80.3 

68 （１、２年生のときに受けた授業について）原稿などの準備をすることなく、

（即興で）自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う活動が行われていたと思

う。（新） 

58.7 63.8 

69 （１、２年生のときに受けた授業について）スピーチやプレゼンテーションな

ど、まとまった内容を英語で発表する活動が行われていたと思う。（新） 

84.8 78.7 

70 （１、２年生のときに受けた授業について）自分の考えや気持ちなどを英語で

書く活動が行われていたと思う。（新） 

82.2 82.8 

71 （１、２年生のときに受けた授業について）聞いたり読んだりしたことについ

て、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合ったりする活動が行われていた

と思う。（新） 

78.7 80.7 

72 （１、２年生のときに受けた授業について）聞いたり読んだりしたことについ

て、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりする活動

が行われていたと思う。（新） 

79.2 79.3 
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    １．「国語、算数・数学、英語」の問題をそれぞれ分析し、本市の成果と課題を考察しました。 

    ２．子どもの日頃の生活や学習習慣に関する質問項目を８カテゴリーに分けて、成果と課題およ

び考察を一覧にしました。 

    ３．草津市教育振興基本計画（第３期）のうち、施策達成状況が読み取れるものを一覧にしまし

た。 

      ※草津市教育振興基本計画（第３期）の施策体系については、図１を参照ください。 

    ４．調査結果をもとに、今後の手立てを公表します。 

 

    

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果の分析と今後の手立て 

【図１】草津市教育振興基本計画（第３期）施策体系図 
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１．「国語、算数・数学、英語」の問題分析 

【小学校 国語】 

（１）出題の趣旨 

     大問数（３問）と小問数（１４問）は昨年度と同様でした。「情報と情報との関係を捉えたり、

グラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫したりすることができるか」、

「目的に応じて必要な情報を見付けたり、情報を関係付けて整理したりして、文章を読んで理解

したことに基づいて、自分の考えをまとめることができるか」「話し手の目的や自分が聞こうと

する意図に応じて、話の内容を捉え、自分の考えをまとめることができるか」に関して問う問題

が出題されました。 

 

 

 

 

（２）結果 

①成果 

    ・「思考力・判断力・表現力等」を評価する問題の正答率は、「話すこと・聞くこと」「書くこと」

「読むこと」の３つの項目すべてにおいて、全国平均を上回りました。特に、「書くこと」では、 

全国平均を６．３ポイント上回る結果でした。 

    ②課題 

    ・目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめるこ

とができるかどうかをみる問題で、平均正答率が全国平均を下回りました。誤答の中で多かっ

たものとしては、話し手の意図や考えを捉えて自分の考えをまとめることができていないも

のが挙げられます。 

・日常よく使われる敬語を理解しているかどうかをみる問題で、無回答率が全国平均を上回り

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的に応じて、複数の資料から必要な情報を取り出して整理

し、自分の考えをまとめたり、相手に伝わるように工夫して

書き表したりする力を問う問題が多く出されたよ。 

【実際の問題の抜粋】 
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【中学校 国語】 

（１）出題の趣旨 

４つの大問と１５の小問が出題されました。その中で、文章を読んで理解したことなどを知識や経験

と結び付け自分の考えを広げたり深めたりする力、目的に沿って自分の考えをまとめたりする力が求

められています。また、文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることができ

るかどうかを問う問題が出題されました。 

学校図書館等の様々な資料から情報を得て活用するなど、国語科で育成を目指す資質・能力をより高

める重要な活動の一つである「読書」が題材として扱われました。 

 

 

 

 

（２）結果 

   ①成果 

・問題形式ごとの正答率では、選択式・短答式の問題は１１問中１０問が全国平均を上回りまし

た。 

・「知識及び技能」を評価する問題では、７問すべての正答率が全国平均を上回り、特に「言葉の

特徴や使い方に関する事項」においては、１．６ポイント上回る結果でした。 

②課題 

・記述式の問題では、４問中３問の正答率が全国平均を０．４ポイント～１．８ポイント下回り、

４問とも無回答率が全国平均を０．５ポイント～２．３ポイント上回る結果となり、根拠を明確

にして書く力の育成が課題であると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度以来５年ぶりに古典を用いた問題が出題され、現代語で書か

れた文章と比較し根拠を明確にして書く力が試されたよ。 

【実際の問題の抜粋】 
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【小学校 算数】 

（１）出題の趣旨 

    ４つの大問と１２の小問が出題されました。その中で、日常生活の場面において、事象を数理的

に捉え、数学的に表現・処理することや、目的に応じてデータの特徴や傾向を読み取ったり捉えた

りすることができるかを問う問題が出題されました。 

    ファイルを教室の棚に並べる場面について、計算の仕方を考え、表現し判断する力が問われまし

た。 

    １週間に運動をした日数と人数や、運動が好きかどうかについて調べた結果を表やグラフに表

し、そこから、その特徴を見いだし、考察する力が問われました。 

 

 

 

（２）結果 

①成果 

   ・算数科の平均正答率は全国平均を２．５ポイント上回り、出題された４つの領域すべてで全国 

平均を上回る結果でした。特に「データの活用」については３．８ポイント、「図形」について 

は２．８ポイント上回る結果でした。 

   ・記述式の問題では、２．７ポイント全国平均を上回る結果でした。また、無回答率も全校平均よ 

り少ない結果でした。 

②課題 

   ・１の位が０の２つの２位数の乗法の計算について、正答率が全国平均を下回りました。計算方法

を正しく理解することや、計算技能の習熟を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数のグラフを読み、見いだした違いを言

葉と数を用いて記述する問題が出たよ。 

【実際の問題の抜粋】 
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【中学校 数学】 

（１）出題の趣旨 

    問題の前半では、数と整式の乗法の計算をする問題や空間における平面が同一直線上にない３

点で決定されることを理解しているかを問う問題など、基本的な知識・技能に関する問題が出題さ

れました。 

    累積度数の意味を理解しているかをみる問題や複数の集団のデータの分布の傾向を比較して捉

え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができるかをみる問題など、学習指導要領の

改訂で移行された内容や新たに指導する内容に関する問題が出題されました。 

    イチョウの黄葉日について、複数のデータの分布の傾向を比較して捉え、判断の理由を数学的な

表現を用いて説明する問題や２つの直線が平行になることを三角形の合同をもとに証明した上で、

条件を変えた場合に２つの直線が平行にならない理由を、証明を振り返ることで明

らかにする問題など、事象を数学的に解釈し、数学的に説明したり、表現したりす

る力が問われました。 

 

（２）結果                                            

   ①成果 

   ・数学科の平均正答率は、全国を４．０ポイント上回り、４領域すべてについても全国平均を上回

る結果でした。特に「データの活用」については５．４ポイント、「数と式」については５．２

ポイント全国平均を上回る結果でした。 

   ・短答式の問題の正答率が、全国平均を４．０ポイント上回る結果でした。 

   ②課題 

   ・全体的に無回答率が全国平均よりやや下回っていました。問題の解決方法や、事柄が成り立つ

理由を説明する記述式の解答の無解答率が１６％～２４％と高く、理解や定着の個人差が大き

い傾向が見られました。 

   ・各問題については、「関数」の知識・技能をみる問題で正答率が全国平均よりも０．９ポイント

下回っており、基礎的・基本的な事項についての定着が課題であると考えられます。また、「関

数」の思考・判断・表現をみる記述式の問題で、無解答率が全国平均を２．９ポイント上回って

おり、事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明できる力の育成が課題であると考

えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

^ 

 

論理的思考の過程をプログラミング学習とつ

なげて考える問題や、必要な情報を適切に読

み取って考える問題が出題されたよ。 

 

【実際の問題の抜粋】 
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【中学校 英語】 

（１）出題の趣旨 

１０の大問と１７の小問が出題されました。授業において、１人１台端末を効果的に活用し、英

語でやり取りしている場面を設定した問題が複数出題されました。「聞くこと」においては、話さ

れた英文にあう絵や文を選択する問題、説明や意見を聞いて、概要を捉える問題が出題されまし

た。「読むこと」においては、英文を読んで適するグラフやポスターを選択する問題、意見文を読

んで概要を捉えたり、その内容について自分の意見を書いたりする問題が出題されました。「書く

こと」においては、正確な英文を書くことができるかをみる短答式問題が出題されました。また、

学校紹介をまとまりのある英文で書く問題が出題されました。 

 

 

 

（２）結果 

①成果 

・すべての問題において、正答率が全国平均を上回る結果でした。 

・「聞くこと」については、平均正答率が全国平均を４ポイント上回る結果でした。 

・「読むこと」については、平均正答率が全国平均を５．５ポイント上回る結果でした。 

・「書くこと」については、平均正答率が全国平均を６．８ポイント上回る結果でした。 

・短答式の問題については、平均正答率が全国平均を９．１ポイント上回る結果でした。 

・平成３１年度の調査では、全体の平均正答率において全国平均との差が３ポイント上回る結果 

でしたが、今回の調査では、５．４ポイント上回る結果でした。 

 

②課題 

   ・日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、まとまりのある文章を書くことができ

るかどうかを尋ねる設問においては、正答率は全国平均よりも２．４ポイント上回っています

が、正答率は９．８％でした。また、同じ設問の無解答率においては、全国平均よりも１．７ポ

イント低いとはいえ、１９．７％でした。個人の理解や定着に差があるとともに、既習の学習を

生かして文を組み立てることに課題があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が文書作成ソフトを使ってメール文を作るという内

容が問題に出たよ。 

 

 

【実際の問題の抜粋】 
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２．子どもたちの日頃の生活や学習習慣に関する質問の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果のうち特徴的なもの 調査結果から考えられること

成

果

「朝食を毎日食べている」「毎日、同じくらいの時刻に

寝ている」「毎日、同じくらいの時刻に起きている」と

回答した小学生は、いずれの項目でも全国平均を上回っ

た。

生活習慣の形成には家庭の役割が大きい。多くの家庭におい

て、子どものよりよい生活習慣形成のため、「家庭のルール

づくり」がしっかりされていることがわかる。

課

題

「朝食を毎日食べている」「毎日、同じくらいの時刻に

寝ている」「毎日、同じくらいの時刻に起きている」と

回答した中学生は、いずれの項目でも全国平均を下回っ

た。

中学生では、特に「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」の

値が低い。中学生になると帰宅後に家庭学習や習い事などの

時間が増えることが影響している。睡眠時間を確保すること

が脳の発達や体の成長にも不可欠なため、帰宅後のスケ

ジュールをしっかり立てることが大切である。

成

果

「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思

う」と回答した小学生は98.3％、中学生は96.9％といず

れも全国平均を上回る高い数値となった。

本調査より新設された質問である「友達関係に満足して

いる」「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることが

ある」に肯定的に回答した小学生は90％、中学生が

87％と高かった。

各校において策定する学校いじめ防止基本方針に基づき、い

じめをなくす取組の充実を図ってきたことが、子どもたちの

いじめを許さないという意識の醸成に繋がっている。

これからの教育は、ウェルビーイングが実現される社会の担

い手を創っていくという視点が重視されていく。子どもたち

が幸福や生きがいを感じられる学校づくりが大切である。一

人ひとりの友達関係や学校生活の充実のために、きめ細やか

な支援をしていきたい。

課

題

「自分にはよいところがあると思う」と回答した小学生

と中学生の割合がいずれも全国平均を下回った。特に中

学生は、全国平均より5.3ポイント低い結果となった。

主体的な学びや他者との協働を行っていると回答した子ども

たちの方が自己肯定感が高いという文部科学省の報告があ

る。学校生活の中で、他者との協働で自分の役割を果たすと

ともに、教師がその姿を認めることを通して、成功体験を感

じさせる場面を大切していく。

成

果

「家で自分で計画を立てて勉強をしている」と回答した

小学生は全国平均を1.9ポイント上回る72.6％、中学生

は5.8ポイント上回る60.8％だった。

「学校の授業時間以外に、普段1日当たり2時間以上勉強

する」と回答した小学生は全国平均を0.8ポイント上回

る25.5％、中学生は2.7ポイント上回る42.7％だった。

コロナ禍において、臨時休校や特別日課等で家庭での学習時

間が増えたことに伴い、家庭での学習を進めたことなどが、

家庭学習習慣の定着につながっている。

学習塾や家庭教師に教わっているという値が、小中学校共に

全国平均を大きく上回っていることが、学校の授業時間以外

の勉強時間が多いことに関連している。

課

題

「学校の授業以外に普段1日当たり1時間以上読書をす

る」と回答した小学生は全国平均を2.3ポイント上回

り、読書が好きと回答した小学生は全国平均を2.2ポイ

ント上回った。しかし、中学生ではいずれも全国平均を

下回った。特に「読書が好き」と回答した中学生は、全

国平均を8.6ポイント下回る結果となった。

中学生における読書離れが顕著に表れた結果となった。

「ゲーム」や「ＳＮＳ］「動画サイト」等、子どもたちの周

りには魅力的な物が溢れており、塾や習い事等にかける時間

が多い子どもたちもいる。読書の魅力を感じたり、本に触れ

たりする機会を学校、地域、家庭それぞれの場でつくってい

く必要がある。

成

果

「今住んでいる地域の行事に参加している」と回答した

小中学生の割合は、全国平均を上回っている。特に小学

生は、全国平均を8.6ポイントと大きく上回っている。

それぞれの地域には、子どもたちが関わる地域行事が多く存

在する。地域行事への参加を通して、子どもたちは地域の

人々の思いや願いを聞き、地域文化を引き継いでいく担い手

となっている。

課

題

「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う」

と回答した小学生の割合は、全国平均を0.4ポイント下

回る76.4%だった。

これまでの調査では、「何をすべきかを考えることがある」

だったが、本調査より「何かしてみたいと思う」に変更され

た。スクールESDくさつプロジェクトにおいて、地域課題解

決のために他者と協働し、行動するという経験を通して、子

どもたちに地域の一員としての意識と行動力を育成してい

く。

成

果

本調査より新設された質問である「学習の中でPC・タ

ブレットなどのICT機器を使うのは勉強の役に立つと思

う」に肯定的な回答をした小学生が95.6%、中学生が

92.7%と高い値となった。

本市が他に先駆けて、ICT機器の導入と環境整備に取り組

み、全教室で電子黒板やタブレット端末等のICT関連機器を

活用した授業の研究と実践を進めてきたことが、子どもたち

のICT機器は勉強に役立つという意識につながっている。

課

題

「これまでに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT

機器を、どの程度使用したか」の質問には、「ほぼ毎

日」「週3回以上」「週1回以上」等の選択肢があるが、

使用の頻度については学校間の格差が大きくなってい

る。

教師の指導スキルの差により学校間の格差が顕在化してい

る。引き続き、スキルアップアドバイザー等の学校訪問によ

る個別指導と各校の教育情報化リーダーを核とした教員研修

を通して、全教員のタブレット端末を活用した授業力向上を

図る。
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調査結果のうち特徴的なもの 調査結果から考えられること

成

果

「授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、

自分の考えをまとめる活動を行っていた」や、「学習し

た内容について、分かった点や、よく分からなかった点

を見直し、次の学習につなげることができている」と回

答した小中学生の割合が全国平均を上回った。

日々の授業において、「めあて・課題」を設定し、学習の

ゴールを持ち、解決への見通しや目的意識を持ったり、「振

り返り」の時間を確保し、学んだことを子どもが自分の言葉

で自覚できるようにしたりするなどの授業スタイルの定着

が、成果につながっている。

課

題

「授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考え

がうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工

夫して発表していた」と回答した小学生の割合が昨年度

より4.6ポイント低下した。

「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分か

ら取り組んでいた」と回答した中学生の割合が、全国平

均を2.7ポイント下回ったのをはじめ中学校では、学習

活動に関わる７つの質問項目のうち、5つの項目で全国

平均を下回った。

小学校では、文章を推敲したり練り直したりして自分の考え

をしっかり持ち、その考えが伝わるようにICT機器を活用し

て発表資料を作成し伝える学習活動を大切にする。また、特

に中学校では、講義型の授業からの改善を行う。市として以

前から重要視してきた授業改善の３視点（課題解決型の授

業、話合い活動の充実、発表時のスキルの向上）の充実を図

る。さらに、話し合い活動や発表時にICT機器を有効に活用

することを通して、学びの充実を図る。

成

果

「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を

集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に

取り組んでいる」と回答した小学生の割合は、全国平均

を4.0ポイント上回る78.8％で過去最高値となった。

「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグ

ループで話し合ったりする活動に取り組んでいる」と回

答した中学生の割合は、過去５年間80％を超える高い値

を示している。

令和６年度からの「スクールESDくさつプロジェクト」の全

校実施に向けて、各校で総合的な学習の時間のカリキュラム

計画である「ESDカレンダー」を作成し、総合的な学習の時

間の内容の見直しを行ったことで、実践が充実したことが要

因として考えられる。特に小学校では、これまでの地域協働

合校事業をベースに地域と連携した多様な実践が進められて

いる。

道徳が教科化されて以来、本市が進めてきた「考え議論する

道徳」が定着している。また道徳の研修会等の取組を通して

教員の意識が向上していることが、子どもたちの意識の向上

につながっている。

課

題

「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を

集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に

取り組んでいる」と回答した中学生の割合は、３年連続

全国平均を下回った。

「あなたの学級では、学校生活をよりよくするために学

級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法

を決めている」と回答した中学生の割合は、全国平均を

2.6ポイント下回っている。小学生の市の平均は全国平

均値を上回っているものの、学校間に最大40.1ポイント

も開きがあり格差が問題である。

中学校における総合的な学習の時間の充実は課題である。ス

クールESDくさつプロジェクトでめざす地域課題解決型の実

践はこれまで多く実践されてはこなかった。各中学校ではプ

ログラム導入に向けて試行錯誤が続いている。ESDの実践を

いち早く取り入れた中学校では、その成果が数値に表れてい

る。

主体的、対話的で、深い学びを求めるとき、話し合う活動は

核となる。課題を見出し、解決のための合意形成を図った

り、意思決定をしたりする中で、他者の意見に触れ自分の考

えを広げたり、多面的多角的な見方ができるようになったり

する。このような授業への授業改善が進むよう引き続き教員

の研修を充実させていく。

成

果

「英語の勉強は好きだ」と回答した中学生は、全国平均

より4.2%高い57.7%だった。英語に関する中学生への質

問項目「英語の勉強は大切だ」「英語の授業の内容はよ

くわかる」「英語の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つ」は、いずれも全国平均を上回っ

た。

草津市ステップアッププランに基づき、「生きて働く英語」

の定着をめざして、子どもたちが、主体的に英語でコミュニ

ケーションができる力を身に付け、自分の考えや意見、情報

を積極的に発信できるよう、ＪＴＥ（日本人英語指導助手）

やＡＬＴ（外国人英語指導助手）による支援、英語教育オン

ライン授業の実施、スコア型英語４技能検定等を、小学３年

生から中学３年生まで系統的に取り組んだことが、成果につ

ながっている。

課

題

小学生への質問項目「国語は好きだ」「算数は好きだ」

「英語は好きだ」のいずれの項目も、全国平均を下回っ

た。

教科調査では、得点が上がり学力が向上する一方で、教科が

好きという気持ちは全国値より低かった。学びの楽しさを感

じることは大切なため、子どもの「わかった」「できた」と

いう喜びにつながる授業改善を進めていく。
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３．草津市教育振興基本計画（第３期）の達成状況 

 

基本方向１ 子どもの生きる力を育む 

※肯定回答率とは、質問に対して「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答した子どもの割合を示してお

り、％で表示しています。 

  ※数値下の（ ）内は、施策計画当初の目標値を示しています。 

目標１：豊かな心と健やかな体の育成    ※R2 の数値は市独自で実施した調査結果です。（%） 

 施策評価の基準となる質問項目  R1 R2 R3 R4 R5 

施

策

３ 

道徳教育・人権教育の推進 

「道徳の授業では自分の考えを深めたり学級やグル

ープで話し合ったりする活動に取り組んでいると思

う」の肯定回答率 

小 83.5 78.3 83.3 79.1 83.9 

中 77.1 81.4 89.8 86.0 86.1 

施

策

４ 

いじめを根絶する取組の推進 

「いじめはどんな理由があってもいけないことだと

思う」の肯定回答率 

小 97.8 97.8 98.0 97.3 98.3 

中 94.8 95.0 96.9 96.5 96.9 

施

策

６ 

社会性や豊かな情操を育てる教育の推進 

「自分にはよいところがあると思う」の肯定回答率 

小 80.3 78.5 79.6 81.1 82.8 

中 71.8 76.1 75.0 74.5 74.7 

 

   目標２：確かな学力の育成          ※R2 の数値は市独自で実施した調査結果です。（%） 

 施策評価の基準となる質問項目  R1 R2 R3 R4 R5 

施

策 

８ 

ICT を活用した教育の推進 

「前年度までに受けた授業で ICT 機器を週 1 回以上使用

した」の肯定回答率 

小 74.2 39.2 75.3 92.2 84.5 

中 71.0 60.4 77.8 90.6 91.6 

施

策

９ 

読書教育の推進 

「読書が好き」の肯定回答率 
小 77.3   75.2 74.0 

中 62.4   61.2 57.4 

 

施

策

10 

基礎学力向上のための取組の充実 

「授業では、課題の解決に向けて自分で考え、自分から取

組んでいた」の肯定回答率 

小 80.0 78.0 80.6 77.8 79.6 

中 73.8 71.1 82.2 76.6 76.5 

基礎学力向上のための取組の充実 

「家で自分で計画を立てて勉強をしている」の肯定回答

率 

小 70.5 73.2 78.5 75.4 72.6 

中 52.8 59.9 64.0 63.4 60.8 

 

   目標４：学校経営の充実           ※R2 の数値は市独自で実施した調査結果です。（%） 

 施策評価の基準となる質問項目  R1 R2 R3 R4 R5 

施

策

15 

地域の活力を生かした特色ある学校経営の推進  

「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集

め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り

組んでいると思う」の肯定回答率 

小 70.0 75.1 73.9 72.9 78.8 

中 60.1 72.0 69.4 66.9 71.7 

 

（73.5） 

（84.5） 

（74.0） （74.5） 

（83.5） （84.0） 

（66.0） （65.0） （64.0） 

（77.5） （77.7） （77.9） 

（79.5） （80.0） （80.5） 

（74.0） （74.5） （75.0） 

（71.0） （71.5） （72.0） 

（53.5） （54.0） （54.5） 

（85.0） 

（75.0） 

（81.1） 

（67.0） 

（81.0） 

（75.5） 

（72.5） 

（55.0） 
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４．調査結果を受けての今後の手立て（教育施策） 
 

➡令和６年度の「スクール ESD くさつプロジェクト」の全小中学校での導入に向けて、各校がそれぞれ

の地域に根差した生活科や総合的な学習の時間の取組を充実させていきます。地域課題解決型の学

習に取り組むことで、地域の人々と協働することや課題解決に向けて行動することの大切さを体験

的に学びます。子どもたちが地域に出て学ぶことによって、「人づくり・つながりづくり・地域づく

り」が進み、持続的な地域コミュニティの基盤がつくられます。本プロジェクトを通して、地域社会

に根差したウェルビーイングの向上をめざします。 

➡教員のＩＣＴ活用指導力の底上げを図る研修等を通じてＩＣＴ活用指導力における教員間格差を解

消します。特に中学校では、協働的な学びを進める必要があるため、協働学習ソフトの有効な活用を

推進します。 

➡定期的な研修会に加えて、教職員の希望に応じて随時問い合わせを受け付けるオンライン相談やグ

ループウェアの機能を活用した教員間の学び合いを促進することにより指導力の向上を図ります。 

➡子ども一人ひとりの不安や悩みを早期に発見するために、ＩＣＴ機器を活用した心の健康観察を実

施し、迅速かつ適切に対応します。教職員一人ひとりが校内組織で共通理解を図るとともに、学校全

体でチームとしての支援体制を確立します。適切な支援につなげるために、担任や教育相談担当等の

教職員をはじめ、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、教育支援センター「やまび

こ」等の専門家・関係機関と連携し、相談体制の充実を図ります。 

➡本が大好きな子どもを育てるために、学校図書館の蔵書や設備の充実を図ります。公立図書館との連

携を強化し、新設の移動図書館の活用や読書ポイント制を導入します。「図書館を使った調べる学習

コンクール」や「くさつビブリオバトル」の開催等、子どもの読書機会の確保、読書活動の充実をめ

ざします。 

➡学習者用コンピュータを家庭に持ち帰ることで、家庭での学習環境を豊かにし、ＡＩ型デジタルド

リルをはじめＩＣＴを活用した家庭学習の充実を図ります。 

➡基本的な生活習慣の形成等向けて、学校と家庭の連携を図ります。学校の情報発信を強化するた

め、「情報共有アプリ」の活用や「学校ホームページ」の充実を図ります。 

➡各校では、「授業づくり・学習集団づくり・学校づくり」の視点から「我が校の学ぶ力向上策」を立

て、教育実践を進めています。市教委の学校担当指導主事は、学校を訪問し、全国学力・学習状況調

査の分析結果を踏まえ、「我が校の学ぶ力向上策」を一緒に見直し、改善するための方策を考えます。 

 ➡管理職のリーダーシップのもと、全教職員が、課題やビジョンを共有し、ＰＤＣＡサイクルにより取

組を着実に推進します。市教委主催の研修や指導主事の学校訪問や伴走支援により、学ぶ力向上推進

の核となる学ぶ力向上推進リーダーを育成します。 


